
 

 

 

 

 

 

 

 

 9 月 25 日、「日本のうたごえ祭典ｉｎ長崎」運営委員会は、祭典を目前にして、長崎のうたごえ協議会と実行

委員会のみなさんに、「祭典の感動を分かち合うため、力を合わせて、最後の『峰』を必ずこえよう」との訴えを

発表しました。すべての団やサークルで、緊急にでも話し合いをもって読み合わせ、気持をひとつにがんばりま

しょう。（その要旨を掲載します） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「2010年日本のうたごえ祭典 in長崎」ニュース 

「平和への想いをつなごう」 
長崎市栄町 6－3 三浦ビル３Ｆ 095-824-8810 ファクス 095-895-8081 

№10 
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長崎祭典運営委員会 
   （長崎県版） 

祭典の感動を分かち合うため、 
力をあわせて、最後の「峰」を必ずこえよう 

 

「
日
本
の
う
た
ご
え
祭
典

in
長
崎
」 

運
営
委
員
会
の
訴
え
（要
旨
） 

 

日
本
の
う
た
ご
え
祭
典
が
被
爆
地
長
崎
で
開
か
れ

る
の
は
初
め
て
の
こ
と
で
す
。
核
兵
器
廃
絶
へ
の
流
れ
が

大
き
く
ひ
ろ
が
っ
て
い
る
今
、
被
爆
65
年
を
記
念
し
て

開
か
れ
る
今
回
の
長
崎
祭
典
に
は
、
特
別
の
重
み
が
あ

り
ま
す
。 

の
べ
一
万
人
を
超
す
参
加
者
と
と
も
に
つ
く
り
あ

げ
る
今
回
の
祭
典
の
取
り
組
み
は
、
、
こ
れ
ま
で
ど
の

分
野
を
み
て
も
経
験
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の

祭
典
の
成
功
が
も
た
ら
す
感
動
と
経
験
は
、
今
後
の

平
和
・民
主
運
動
の
な
か
で
、
新
た
な
前
進
を
切
り
開

く
土
台
と
な
る
だ
け
で
な
く
、
県
民
の
音
楽
文
化
の
発

展
に
貢
献
す
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。 

私
た
ち
は
、
昨
年
2
月
の
実
行
委
員
会
結
成
以

降
、
多
く
の
人
た
ち
の
支
援
と
期
待
の
中
で
準
備
を
進

め
て
き
ま
し
た
。
賛
同
金
の
目
標
を
達
成
し
、
企
画
で

も
、
池
辺
晋
一
郎
氏
と
浅
井
敬
壹
氏
の
指
揮
に
よ
る 

大
合
唱
が
実
現
し
ま
す
。
長
崎
北
高
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
な
ど
若
い

世
代
の
人
た
ち
が
次
々
に
登
場
す
る
の
も
魅
力
の
一
つ
で
す
。

私
た
ち
は
、
14
も
の
祭
典
合
唱
団
を
組
織
し
、
日
々
練
習
を

積
み
重
ね
る
な
ど
、
多
く
の
困
難
を
乗
り
越
え
こ
こ
ま
で
前
進

さ
せ
て
き
ま
し
た
。 

開
演
ま
で
あ
と
二
十
日
足
ら
ず
、
私
た
ち
は
最
後
の
「峰
」で

あ
る
チ
ケ
ッ
ト
普
及
で
、
ブ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
の
座
席
の
頂
上
が
見

え
る
と
こ
ろ
ま
で
押
し
上
げ
て
き
ま
し
た
。
い
ま
最
も
遅
れ
て

い
る
の
は
16
日
の
県
立
総
合
体
育
館
（
ア
リ
ー
ナ
）
で
の
大
音

楽
会
の
チ
ケ
ッ
ト
普
及
で
す
。
現
状
は
地
元
の
目
標
２
５
０
０
に

対
し
て
、
１
０
０
０
席
を
超
え
た
と
こ
ろ
で
す
。 

 

私
た
ち
の
目
標
は
会
場
を
満
席
に
し
て
当
日
を
迎
え
る
こ
と

で
す
。
そ
れ
は
長
か
っ
た
祭
典
成
功
へ
の
取
り
組
み
の
総
仕
上
げ

で
も
あ
り
ま
す
。 

 

こ
れ
ま
で
の
前
進
に
確
信
を
も
ち
、
祭
典
の
大
き
な
感
動
を

分
か
ち
合
う
た
め
、
チ
ケ
ッ
ト
普
及
を
最
優
先
に
し
て
全
力
を

あ
げ
ま
し
ょ
う
。
力
を
合
わ
せ
て
、
最
後
の
「峰
」を
必
ず
乗
り

越
え
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（２
０
１
０
・９
・
25
） 

祭典実行委員、うた新読者のみなさんへ 

諫早では宣伝カー 
21 日、宣伝カーの定員いっぱいの

6 人が乗車し、西諫早地域と中央商店

街地域をまわりました。一つひとつの

商店を訪ねてポスターを張り出しを

お願いし、チラシも預かってもらいま

した。断られる所はなく、この日のポ

スター張りは 21 枚でした。 

運転を担当の宮崎さんは、「みんな

で回ればこわくない」とばかりに、楽

しみながら行動しているのを見て、

「諫早の元気の源をみた」と話してい

ました。 

鉄橋で３回目の宣伝 

チケット求める人も 
 24 日午後、長崎市の鉄橋で３回目

となる祭典宣伝を行いました。諫早か

らも 4 人が駆けつけ、「ぜひお出かけ

ください」と声をからして呼びかけま

した。駆け寄ってきた障がい者が、「楽

しみにしています」と、チケットを買

い求めました。「チケット買いました」

といって、チラシ配りを手伝ってくれ

る人もいました。（写真） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

♪開幕まで 

あと 18 日 

 県母親大会で、「うたごえ」分科会 

「秋」を歌い、祭典参加をよびかけ 
平野さんが、高校生の署名活動を語る 

大塚一敏さん 

 

全
国
に
ま
だ
女
性
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
が
め
ず
ら

し
か
っ
た
頃
か
ら
、
Ｃ
Ｍ
や
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
番
組
を

作
っ
て
い
ま
し
た
。
フ
リ
ー
に
な
っ
て
も
う
30
年
に

な
り
ま
す
。 

 

私
は
、
胎
内
被
爆
者
で
す
。
そ
の
た
め
か
ど
う
か

は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
虚
弱
体
質
で
体
育
の
授
業
は

ず
っ
と
出
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
だ
か

ら
、
少
女
時
代
か
ら
自
分
で
脚
本
を
書
い
て
、
劇
を

作
る
の
が
好
き
で
し
た
ね
。 

 

健
康
に
は
ず
っ
と
気
を
使
っ
て
き
ま
し
た
か
ら

い
ま
は
元
気
で
す
。
子
ど
も
た
ち
へ
の
本
の
読
み
聞

か
せ
や
、
平
和
に
関
す
る
こ
と
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
私
の
生
き
が
い
で
す
。 

 

「
平
和
音
楽
祭
」
に
最
初
か
ら
ず
っ
と
関
わ
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
の
「
う
た
ご
え
祭
典
」

で
は
、
長
崎
と
坂
本
龍
馬
の
関
わ
り
を
短
い
お
芝
居

で
紹
介
し
ま
す
。 

 

祭
典
に
こ
ら
れ
た
全
国
の
お
客
様
や
、
長
崎
の
人

た
ち
に
「
い
い
音
楽
会
だ
っ
た
、
よ
か
っ
た
ね
」「
感

動
し
た
」
と
い
っ
て
も
ら
え
る
舞
台
づ
く
り
の
お
手 

 

伝
い
が
で
き
れ
ば
と
思

っ
て
い
ま
す
。 

「
歌
う
こ
と
、
演
じ
る
こ 

と
」
が
で
き
る
の
は
、
平 

和
の
証
で
す
か
ら
。 

（
大
音
楽
会
で
お
芝
居 

を
担
当
し
て
い
た
だ
き 

ま
す
） 

劇
団
Ｔ
Ａ
Ｂ
Ｉ
Ｈ
Ａ
Ｋ
Ｕ
主
宰 

 
 

 

津
田
桂
子
さ
ん 

いま、平和ボランティアが生きがいです 

こんなこともあるんですね！ 
街頭宣伝でチケット買ってくれた人と、ある食堂 

でバッタリ。会話がはずみました。 

☆「16 日が楽しみ。あなたたちも出るの？」 

◆「出ますよ」 

☆「あなたたちは、とてもいいことしています 

ね。応援しています。がんばってください」 

◆◆すごくうれしかった。がんばっていれば、 

  こんなこともあるんですね。街頭で買ってくれた 

人ですよ。（Ｓ/Ａ） 

 9月 26日、長崎大学文教キャンパスで県母親大

会が開かれ、第６分科会「生バンドで思いっきり

歌おう」が長崎のうたごえ協議会が担当して行わ

れました。「もみじ」や「赤とんぼ」などを楽しく

うたいながら、「日本のうたごえ祭典 in 長崎」へ

の参加をよびかけ、「参加者に、祭典を満席にして

迎えるためにあと一回りチケットを広げてほし

い」と訴えました。（写真） 

 大会の全体会では、高校生一万人署名活動をサ

ポートしている平野伸人さんが「未来を築くため

に」と題して講演。家族の被爆体験や、幼い友人

を白血病でなくして被爆二世を意識したこと。高

校生一万人署名活動に関わるようになった経緯を

分かりやすく語りました 

同氏は、署名活動について詳しく紹介。活動が

始まって 13年間に約 400人が関わり卒業していっ

たこと。高校生の自主性を育て、自ら学んでいっ

たことで、長く活動が続けられてきたと教訓を紹

介。「参加した高校生みんなが一生懸命考え、行動

をするなかで、一人ひとりが力をつけていった」

と、高校生自身の自主性の大切さを繰り返し強調

しました。 

 高校生２人を含む合唱団で「一本のペンで」「ね

がい」を歌いました。 


